
ディボーション質問表 6 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。  １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？ ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？  その事を誰かに分かち合ってみませんか。  7 日（月）詩篇 １２６篇（捕囚民の帰還を求める祈り） １．神の回復が個人レベルで、また国家レベルで起きる時、主の民には喜びがわき起こります。その時を期待して祈りましょう。  ２．しかし、回復の前には苦しみや悲しみの時期を通ることも記されています。 私たちにはあえてその困難を受け入れる覚悟があるでしょうか。 その力のために祈りましょう。  ３．今日あなたはどのような形で種を蒔くことが出来るでしょうか？  8 日（火）詩篇 １２７篇（人間の努力に勝る神の配慮） １．誰が家を建てるのでないとそれはむなしいといっていますか？ → 自分の力でことを始めようとして疲れ、イライラしていないでしょうか？  ２．子どもは私たちにとってどんな存在でしょうか？  → 子どもにどのように接しているでしょうか？ うっとうしい存在として接してはいないでしょうか？  9 日（水）詩篇 １２８篇（祝福された家庭） １．どんな実を食べると幸せだ、と語っていますか？  ２．妻や子どもとはどんな存在であると語っていますか？   → 私生活はどうでしょうか？ 改善すべき点はないでしょうか？  10 日（木）詩篇 １２９篇（神の民に敵対する人々の運命） １．1～4 節について。 神さまを信じて歩み始めた時、苦しむことはなかったでしょうか？  迫害によって弱っていませんか？ 疲れて悪に染まっていいないでしょうか？  ２．シオンは神さまの国です（５節）。 神の国と神の義を第一にしているでしょうか？  11 日（金）詩篇 １３０篇（神を待ち望む信仰の詩） １．１節で著者はどこから神さまに叫んでいますか？   → 失望と不安の中で悩んでいませんか？ 5～6 節の約束に望みをおきましょう。  ２．８節の約束はあなたにどんな勇気を与えてくれるでしょう。  12 日（土）詩篇 １３１篇（信頼の詩篇） １．この詩篇から学ぶべき点は何でしょう。 どんな事を実践へと適応する事が出来るでしょうか？  


